
秋
田
人
の
立
場
で
観
、

は
じ
め
に

日
本
古
代
史
の
研
究
を
旨
と
し
て
来
た
一
章
人
が
、
平
成
二
十
六
年

十
月
の
「
第
二
九
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
二

O
一
四
県
民
参
加
事
業

安
藤
畠
益
を
み
ん
な
の
も
の
に
！
」
に
、
「
安
藤
昌
益
を
世
界
に
発
信

す
る
会
」
の
代
表
に
な
っ
た
不
可
解
事
は
、
昌
益
研
究
者
だ
け
で
は
な

く
、
県
民
各
位
も
不
思
議
に
思
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

せ
め
て
秋
田
大
学
史
学
会
に
於
い
て
は
、
会
員
の
一
人
と
し
て
、
経

緯
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
考
え
た
の
で
、
愛

に
誌
上
を
借
り
て
、
虚
心
坦
懐
に
叙
述
を
試
み
る
次
第
で
あ
る
。

昌
益
学
に
直
接
触
れ
て

一
般
常
識
と
し
て
近
世
の
特
異
な
思
想
家
で
あ
る
と
さ
れ
る
安
藤
昌 感

じ
た
安
藤
昌
益

新

野

直

士
口

益
を
、
初
め
て
具
体
的
に
知
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五

O）

刊
行
の
E
・
H
・ノ
l
マ
ン
著
『
忘
れ
ら
れ
た
思
想
家
ム
京
藤
畠
益
の

こ
と
｜
』
な
る
岩
波
新
書
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
三
月
に
大
学

を
卒
業
し
、
仙
台
市
一
番
丁
の
金
港
堂
書
店
に
立
寄
る
こ
と
は
日
常
の

行
動
で
あ
っ
た
か
ら
、
多
分
そ
こ
で
立
読
し
た
の
が
手
に
し
た
契
機

だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。

該
番
で
は
明
確
に
「
秋
田
の
一
向
学
者
」
と
位
置
づ
け
た
昌
益
の
『
自

然
真
営
道
」
に
よ
っ
て
論
が
樹
て
ら
れ
て
い
た
。
漢
字
は
古
来
の
字
体

で
ま
だ
画
数
が
略
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
自
分

が
秋
田
県
民
に
な
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
夢
に
も
恩
わ
な
か
っ
た
時
な

の
で
、
「
あ
あ
東
北
人
な
ん
だ
」
と
い
う
程
度
の
感
懐
は
生
じ
た
と
し

て
も
、
特
別
に
関
心
が
強
ま
っ
て
読
み
こ
む
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。
因
み
に
言
え
ば
、
秋
田
大
学
が
当
番
で
「
東
北
史
学
会
」
の
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年
次
大
会
が
初
め
て
秋
田
市
で
関
か
れ
た
昭
和
二
十
七
年
十
月
が
、
庶

務
担
当
幹
事
の
立
場
で
秋
田
県
を
訪
れ
た
最
初
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
偶
然
や
が
て
秋
田
大
学
学
芸
学
部
に
任
を
得
て
、
八
年
目
の

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
O
）
秋
に
、
研
修
で
東
京
大
学
に
赴
い
た
。

そ
こ
で
『
自
然
真
営
道
』
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
東
大
正
門
前
に
出

る
よ
う
に
坂
を
登
っ
て
来
る
街
路
に
添
っ
た
、
泰
明
館
と
い
う
下
宿
に

住
み
、
通
学
に
要
す
る
時
間
を
殆
ど
要
し
な
い
処
に
、
研
究
室
時
代
に

親
交
を
得
た
下
斗
米
清
氏
の
友
情
に
よ
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
、
附
属
図
書
館
に
赴
く
こ
と
が
多
か
っ
た
（
今
も
そ
の
時
の
入
館

券
が
残
っ
て
い
る
）
。
も
う
自
分
で
も
秋
田
の
良
さ
も
分
か
り
つ
つ
あ
っ

た
の
で
、
こ
の
貴
重
書
の
目
録
を
目
に
し
た
際
、
直
ぐ
に
借
用
を
申
し

出
た
。
館
外
に
持
ち
出
す
こ
と
は
勿
論
、
貴
重
図
書
閲
覧
室
で
し
か
閲

読
は
許
き
れ
な
い
き
ま
り
の
中
で
、
稿
本
の
真
営
道
の
読
書
は
行
わ
れ

た。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
第
一
高
等
学
校
長
だ
っ
た
狩
野
亨
吉

博
士
が
入
手
し
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
春
に
吉
野
作
造
教
授
の

強
い
求
め
に
応
じ
て
東
京
帝
国
大
学
の
図
書
館
に
収
め
ら
れ
た
百
巻
九

十
三
冊
は
、
九
月
の
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
と
思
わ
れ
た
が
、
東
大

史
料
編
纂
掛
の
中
心
的
立
場
に
あ
っ
た
三
上
参
次
教
授
が
借
り
出
し
て

い
て
擢
災
を
免
れ
た
と
い
う
、
太
序
・
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・

七
・
八
・
九
・
二
十
四
・
二
十
五
の
諸
冊
が
読
む
こ
と
の
出
来
た
対
象

で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
「
字
書
巻
」
「
儒
書
巻
」
「
仏
書
」
「
韻
学
」
「
制
法
神
書
」

「
法
世
物
語
」
「
真
道
哲
論
」
な
ど
と
い
う
箇
所
に
当
た
る
部
分
で
、

今
と
は
異
な
り
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
処
理
な
ど
を
し
て
い
な
い
稿
本

で
読
む
こ
と
が
出
来
た
わ
け
で
あ
る
。
写
本
で
「
大
倉
研
究
所
本
」
と

い
わ
れ
る
三
冊
の
伝
本
に
つ
い
て
は
特
に
目
を
通
す
こ
と
は
な
か
っ
た

と
記
憶
す
る
。

読
ん
で
い
る
日
々
に
、
学
生
時
代
に
二
年
間
に
亘
り
日
本
思
想
史
の

連
読
講
義
を
受
け
た
家
永
三
郎
教
授
の
「
安
藤
昌
益
の
思
想
」
（
「
史
撃

雑
誌
」
六
O
ノ
入
）
の
存
在
に
気
づ
い
た
ロ
家
永
説
は
、
前
記
の
ノ
l

マ
ン
説
や
昭
和
五
年
の
渡
辺
大
涛
『
安
藤
昌
益
と
自
然
真
営
道
』
（
木

星
社
書
院
）
の
説
を
評
価
し
て
お
り
、
昌
益
の
思
想
は
儒
・
仏
・
老
・

荘
・
神
な
ど
の
先
行
諸
思
想
に
由
来
す
る
も
の
で
、
必
ず
し
も
独
創
と

は
い
え
な
い
と
強
調
し
て
い
て
、
読
ん
で
妥
当
性
を
感
じ
た
。
そ
れ
と

共
に
関
連
し
て
読
ん
だ
既
に
昭
和
十
一
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
堀
勇
雄
「
安
藤
昌
益
と
そ
の
学
説
」
（
「
歴
史
事
研
究
」
六
ノ
六
）

に
も
聴
く
べ
き
と
こ
ろ
の
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

-2-

昌
益
は
秋
田
人

狩
野
博
士
は
じ
め
諸
家
が
追
求
し
た
『
自
然
真
営
道
』
の
著
者
は
、

「
秋
田
城
都
之
住
、
天
児
屋
根
命
百
四
十
三
代
之
統
胤
確
龍
堂
藤
原
良

中
」
と
署
名
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
表
紙
裏
に
は
り
こ
ん
だ
書
翰

断
片
で
「
藤
原
良
中
」
は
「
安
藤
昌
益
」
の
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
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更
に
後
年
南
部
の
八
戸
に
移
り
住
ん
で
医
業
を
営
み
つ
つ
弟
子
を
教
え

て
い
た
際
の
高
弟
の
一
人
「
神
山
仙
庵
」
が
、
「
仙
確
」
な
る
別
号
を

用
い
て
「
良
中
先
生
、
氏
は
藤
原
、
児
屋
根
百
四
十
三
代
之
統
胤
也
。

倭
国
羽
州
秋
田
城
之
住
也
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
原
史
料
は
漢
文
体
で
あ
る
が
、
当
時
当
方
が
メ
モ
し
た
覚
書

は
、
我
流
の
読
み
下
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
の
昌
益
研
究
の

進
展
に
よ
り
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
ご
校
倉
書
房
刊
「
安
藤
昌

益
金
集
』
や
同
五
十
七
年
農
文
協
刊
『
安
藤
昌
益
全
集
』
は
じ
め
数
多

く
発
表
さ
れ
て
い
る
研
究
成
果
の
読
み
と
異
な
る
点
が
あ
る
可
能
性
も

無
く
は
な
い
が
、
手
許
に
あ
る
原
文
該
当
資
料
は
そ
れ
だ
け
な
の
で
、

そ
れ
に
依
っ
て
私
見
を
綴
り
進
む
が
、
八
戸
で
弟
子
に
な
っ
た
人
々

は
、
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
先
の
神
山
仙
庵
（
号
は
仙
確
、
八
戸
の
人
）
、

中
村
右
助
（
号
は
信
風
、
八
戸
の
人
）
、
高
橋
大
和
守
（
号
は
栄
沢
、

南
部
の
人
）
、
村
井
中
香
（
江
戸
の
人
）
、
明
石
竜
映
（
京
都
の
人
）
、

志
津
貞
中
（
大
坂
の
人
）
、
渡
辺
湛
香
（
現
福
島
県
の
人
）
、
葛
原
竪
衛

（
現
北
海
道
の
人
）
な
ど
と
広
域
の
出
身
者
で
あ
る
の
に
、
出
羽
秋
田

の
人
は
そ
の
名
を
見
せ
な
い
。

ま
だ
彼
が
何
時
生
ま
れ
て
何
時
世
を
去
っ
た
か
も
、
当
時
は
依
然
と

し
て
判
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
史
料
的
に
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）

に
京
都
錦
小
路
の
書
店
永
田
調
兵
衛
の
処
で
刊
行
の
『
新
増
書
籍
目

録
」
な
る
も
の
に
、
「
孔
子
一
世
弁
記
二
冊
安
藤
良
中
、
自
然
真
営
道

三
冊
同
」
と
あ
る
の
で
、
宝
暦
の
時
期
で
既
に
『
自
然
真
営
道
」
は
公

に
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
し
か
も
そ
れ
は
九
十
三
冊
の
筆
記

本
で
は
な
い
。
先
学
の
説
で
は
、
刊
本
が
九
十
三
冊
の
抄
録
で
あ
る
か
、

或
い
は
一
部
分
で
あ
る
か
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
、
読
ん
だ
筆
記
本
は

自
序
の
末
尾
に
「
宝
暦
五
乙
亥
二
カ
月
」
と
あ
る
の
で
、
九
十
三
冊
本

の
方
が
刊
本
を
基
に
し
て
拡
充
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
方

が
、
自
然
で
あ
ろ
う
と
感
じ
た
。

八
戸
で
医
業
を
行
い
、
秋
田
人
の
弟
子
は
い
な
く
て
も
秋
田
の
住
だ

と
記
録
さ
れ
て
い
て
、
弟
子
も
そ
う
言
う
な
ら
ば
、
狩
野
博
士
や
協
力

し
て
探
し
た
安
藤
和
風
魁
新
報
社
長
逮
が
考
え
た
よ
う
に
、
秋
田
の
出

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
感
じ
、
そ
れ
を
一
般
に
報
ず

べ
き
で
あ
ろ
う
と
も
考
え
た
。
ノ
I
マ
ン
も
「
今
か
ら
二
百
年
前
、
日

本
の
北
隅
、
秋
田
の
一
学
者
が
『
自
然
真
営
道
』
と
題
す
る
哲
学
的
、

政
治
的
論
文
、
百
巻
九
十
三
冊
を
も
の
し
た
」
（
第
二
章
安
藤
昌
益

ー
そ
の
人
）
と
何
の
跨
踏
も
な
し
に
書
い
て
い
る
の
も
、
そ
う
い
う
立

場
な
の
で
あ
ろ
う
と
受
け
止
め
た
。

-3一

著
述
の
示
す
昌
益
思
想

ノ
l
マ
ン
に
も
大
い
に
資
料
提
供
を
し
た
と
い
う
渡
辺
大
涛
は
、
宝

暦
二
年
に
書
か
れ
た
と
い
う
も
の
の
中
に
、
「
予
深
く
之
を
嘆
く
こ
と

数
十
歳
也
、
故
に
自
然
道
を
見
（
あ
ら
）
は
し
、
真
営
道
の
書
を
編
み
、

且
つ
道
統
を
著
は
す
」
（
原
漢
文
を
試
読
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時

の
昌
益
が
六
十
歳
以
上
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。
「
自
然
真
営
道
』
が
宝
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暦
四
年
以
前
に
出
来
た
か
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
実
に
数
十
年
に

亘
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
た
思
想
と
理
念
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
当

然
叙
述
も
短
時
日
の
業
で
は
な
く
、
年
月
を
重
ね
て
の
成
立
で
あ
ろ

う
。
極
言
す
れ
ば
『
自
然
真
営
道
』
や
『
統
選
真
伝
』
は
人
間
昌
益
そ

の
も
の
の
心
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

読
ん
だ
「
自
然
真
営
道
』
の
、
一
種
独
特
感
の
あ
る
漢
文
体
で
、
文

字
も
流
れ
る
よ
う
な
達
筆
で
は
な
く
、
確
実
を
旨
と
す
る
筆
顕
で
あ
る

文
面
を
、
読
み
下
し
的
に
解
読
し
た
、
先
に
も
触
れ
た
メ
モ
に
従
っ
て
、

こ
こ
で
も
若
干
味
わ
っ
て
み
る
。

先
ず
「
直
耕
」
を
中
核
に
す
る
生
活
論
で
あ
る
が
、
「
不
耕
食
食
し

て
渡
世
す
る
者
は
、
天
地
に
対
し
て
無
礼
な
る
こ
と
、
こ
れ
よ
り
大
な

る
は
無
し
。
直
耕
し
て
安
食
す
る
者
は
、
天
地
と
同
じ
行
い
な
る
ゆ
え

に
、
真
の
礼
教
な
り
」
「
不
耕
貧
食
し
て
礼
敬
を
為
す
は
、
ー
中
略
｜

三
百
の
大
礼
、
三
千
の
曲
礼
、
皆
孔
丘
の
制
法
に
し
て
、
自
然
天
道
の

直
行
に
非
ざ
る
也
」
と
、
「
曲
礼
」
と
記
す
虚
礼
と
い
う
か
模
造
の
礼

と
い
う
か
に
ま
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
儒
教
の
礼
だ
け
で
は

な
く
て
、
「
日
本
の
小
笠
原
の
仕
付
け
方
、
茶
の
湯
の
芸
、

l
中
略
｜

皆
者
り
の
業
に
し
て
道
に
非
ざ
る
也
」
と
い
う
虚
礼
排
斥
論
に
な
る
の

で
あ
る
。

単
に
虚
礼
不
評
価
の
説
だ
け
に
止
ま
る
の
で
は
な
い
。
「
上
に
立
っ

て
不
耕
食
食
し
転
道
を
盗
む
、
こ
れ
盗
の
根
な
り
」
「
故
に
上
の
不
耕

食
食
修
費
の
盗
根
を
止
め
ざ
る
の
聞
は
、
万
々
歳
無
限
を
歴
る
と
難

も
、
盗
乱
賊
悪
の
事
絶
ゆ
る
こ
と
無
き
所
以
な
り
」
と
、
不
耕
は
盗
賊
、

争
乱
の
因
で
も
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

天
地
自
然
の
あ
り
方
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
親
子
と
か
孝
行
と
か

に
つ
い
て
は
、
『
自
然
真
営
道
』
に
は
、
「
父
母
を
養
う
の
み
が
孝
に
非

ず
。
己
が
子
を
育
て
て
、
わ
が
後
を
存
す
る
、
ま
た
真
の
孝
な
り
」
と

一
般
に
至
当
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
更
に
「
父
母
は
小
転

定
に
し
て
、
転
定
は
大
父
母
な
り
。
此
の
親
子
を
以
て
捨
つ
る
こ
と
能

わ
ざ
る
は
、
自
然
進
退
の
真
道
な
り
。
然
る
に
釈
迦
は
、
父
母
は
捨
つ

れ
ば
則
ち
捨
つ
る
者
と
思
っ
て
出
家
し
父
母
を
捨
つ
。
自
然
の
妙
行
を

知
ら
ざ
る
ゆ
え
な
り
」
と
い
う
、
『
統
道
真
伝
」
に
お
け
る
仏
教
批
判

に
ま
で
進
展
す
る
。
し
か
し
こ
の
段
階
で
は
当
方
は
勿
論
、
高
度
の
研

究
者
間
に
も
昌
益
が
少
年
期
に
仏
学
を
京
都
で
学
ん
で
い
た
こ
と
は
研

究
成
果
と
し
て
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
程
不
思
議
に
は
受

け
止
め
な
か
っ
た
。

仏
教
に
か
く
の
如
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
神
道
に
如
何
な
ら
ん
と
自

然
に
考
察
が
進
む
こ
と
に
な
る
が
、
『
自
然
真
営
道
」
の
方
で
は
「
神

は
た
だ
敬
々
す
る
も
の
に
し
て
、
私
欲
よ
り
祈
る
も
の
に
非
ず
」
と
至

当
の
説
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
「
統
道
真
伝
」
で
は
「
旧
事
記
・
古
事

記
・
日
本
紀
三
部
の
書
、
自
然
の
神
道
に
非
ず
。
私
法
に
し
て
皆
失
（
あ

や
）
ま
れ
り
。
｜
中
略
｜
社
人
耕
さ
ず
し
て
食
食
し
、
官
位
を
争
い
、

祈
祷
・
守
礼
（
札
）
・
呪
を
業
と
な
す
。
ゆ
え
に
衆
人
常
に
願
を
神
に

立
て
、
己
れ
の
利
欲
妄
想
を
神
に
塗
り
掛
く
」
と
述
べ
、
具
体
的
に
は
、

-4-
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社
人
即
ち
神
職
が
直
耕
せ
ず
し
て
、
し
か
も
彼
の
末
梢
と
す
る
宗
教
業

務
だ
け
や
っ
て
、
神
を
汚
し
て
い
る
と
い
う
筆
法
で
非
難
す
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
原
拠
と
し
て
、
旧
事
記
や
記
紀
な

ど
の
神
典
が
、
人
間
の
作
っ
た
「
私
法
」
で
、
天
地
自
然
の
神
道
に
則

し
て
い
な
い
「
誤
失
」
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
と
す
る
訳
で
あ
る
。
当

然
い
わ
ゆ
る
「
神
武
紀
元
」
な
ど
は
妄
失
だ
と
す
る
立
場
に
居
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
神
仏
な
ど
に
よ
っ
て
い
る
宗
教
信
仰
を
否
定
す
る
理
念

は
、
現
実
具
体
の
政
治
権
力
に
つ
い
て
も
、
『
自
然
真
営
遵
』
で
は
「
上

に
立
っ
て
不
耕
食
食
し
転
道
を
盗
む
。
こ
れ
盗
の
根
な
り
」
と
す
る
こ

と
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
進
め
て
現
実
論
と
し
て
は
、
「
上
下
を

無
く
す
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
上
下
を
立
て
な
が
ら
上
下
倶
に
領
々
の

田
畑
を
決
し
て
耕
し
、
一
般
に
為
る
と
き
は
、
上
下
在
り
な
が
ら
、
一

活
真
の
世
に
契
り
て
、
無
盗
・
無
乱
・
無
欲
・
無
賊
・
無
惑
の
世
と
成

り
、
安
平
な
ら
ん
」
と
方
策
提
案
ま
で
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
『
統
道
真
伝
』
で
も
「
四
民
は
士
農
工
商
な
り
。
是
れ
聖
人

の
大
罪
・
大
失
な
り
」
と
極
言
と
も
い
う
べ
き
表
現
の
論
を
展
開
し
て

い
る
。
し
か
し
だ
か
ら
四
民
制
を
廃
止
し
、
身
分
制
度
を
無
く
す
べ
し

と
は
言
っ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
研
究
者
の
中
に
は
不
徹
底
だ
と
す
る
評

も
あ
ろ
う
か
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
独
自
論
で
あ

る
と
、
こ
れ
を
読
ん
だ
際
に
受
け
止
め
た
。
今
も
変
り
は
な
い
。

四
職
と
食
に
関
連
し
て

職
務
に
連
な
る
四
民
制
度
で
あ
る
が
、
『
統
道
真
伝
』
に
見
え
る
社

会
の
中
核
で
あ
っ
た
筈
の
武
士
に
つ
い
て
の
論
と
し
て
は
「
士
は
武
士

な
り
。
君
下
に
武
士
を
立
て
衆
人
の
直
耕
穀
産
を
食
り
、
も
し
強
き
に

し
て
異
輩
に
及
ぶ
者
有
る
と
き
は
、
こ
の
武
士
の
大
勢
を
以
て
捕
り
ひ

し
が
せ
、
之
を
制
す
」
と
、
士
分
制
度
は
支
配
者
の
制
圧
手
段
で
あ
る

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
偏
見
な
ど
で
は
な
く
、
当
時
の
農
・
工
・
商
の

人
々
の
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
を
率
直
大
胆
に
開
陳
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

武
士
の
頂
点
で
あ
る
将
軍
に
関
連
し
て
、
「
世
々
の
将
軍
家
建
立
の

大
寺
」
な
る
も
の
も
「
皆
軍
隊
の
用
意
也
」
と
位
置
づ
け
る
白
そ
れ
の

み
か
「
故
に
寺
々
の
住
僧
は
陣
屋
の
番
太
郎
也
。
諸
僧
は
番
太
郎
の
下

人
也
。
大
小
の
寺
は
陣
屋
軍
卒
の
雨
宿
也
」
と
痛
烈
な
僧
侶
評
に
な
る
。

昭
和
三
十
五
年
段
階
で
は
、
主
人
公
昌
益
の
秋
田
出
身
の
件
さ
え
定

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
今
の
研
究
成
果
の
如
く
少
年
時

代
に
上
洛
し
、
お
そ
ら
く
禅
林
で
仏
教
の
修
学
を
し
た
後
に
医
学
に
転

じ
た
な
ど
と
い
う
経
歴
等
は
、
全
く
知
る
手
段
も
な
か
っ
た
の
で
、
生

来
の
排
仏
主
義
者
で
儒
学
一
辺
倒
の
学
者
も
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
多

分
仏
教
否
定
論
の
儒
学
系
の
人
に
学
問
の
基
礎
か
ら
学
ん
だ
結
果
の
論

で
あ
ろ
う
と
当
時
は
私
考
し
た
。

今
考
え
れ
ば
、
京
都
の
大
寺
小
寺
を
日
常
的
に
体
験
す
る
生
活
の
中

に
お
い
て
、
「
悟
っ
た
」
自
身
の
信
念
に
基
づ
く
言
論
だ
っ
た
の
で
あ
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ろ、っ。然
ら
ば
農
民
と
違
っ
て
直
耕
は
し
な
い
工
・
商
の
職
業
従
事
者
に
つ

い
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
と
、
「
工
は
工
匠
諸
器
の
作
業
者
也
。

之
を
立
つ
る
は
、
聖
人
美
家
城
郭
の
為
に
、
諸
器
自
由
の
為
に
、
美
服

美
食
華
栄
の
為
に
、
軍
用
の
為
に
、
皆
利
己
兼
用
の
為
な
り
。
是
れ
転

下
の

l
中
略

l
者
費
の
端
と
為
り
、
無
益
の
家
を
黄
（
つ
く
）
り
、
器

物
を
作
り
、
船
を
作
っ
て
」
と
い
う
評
論
に
な
っ
て
、
『
統
道
真
伝
』

に
記
述
さ
れ
る
。

ま
た
「
染
屋
す
る
者
は
、
藍
染
一
品
に
し
て
種
品
の
美
染
を
止
め
、

一
族
に
耕
さ
令
む
、
箱
屋
す
る
者
は
水
箱
一
品
に
し
て
賞
箱
の
類
を
禁

じ
、
一
族
に
耕
さ
令
む
。
桶
屋
・
椀
屋
・
椀
勝
屋
は
常
用
の
一
品
に
し

て
無
益
の
美
器
を
禁
ず
。
其
の
一
族
は
皆
耕
さ
令
む
。
此
の
外
の
諸
職

人
は
常
用
の
一
品
の
外
、
皆
之
を
禁
ず
」
と
『
自
然
真
営
道
』
に
は
自

身
の
判
断
を
明
確
に
記
述
主
張
し
て
い
る
。

結
局
彼
の
立
場
は
直
接
農
耕
唯
一
論
と
で
も
い
う
べ
き
「
直
耕
」
主

義
に
な
る
。
『
統
道
真
伝
』
に
は
「
食
無
き
と
き
は
、
人
物
即
ち
死
す
。

食
を
為
す
と
き
は
、
人
物
常
な
り
。
｜
中
略
｜
分
け
て
人
は
米
穀
を
食

し
て
人
と
な
れ
ば
、
人
は
乃
（
す
な
わ
）
ち
米
穀
也
。

l
中
略
｜
世
界

は
一
に
食
道
の
み
」
と
述
べ
る
。
更
に
「
世
々
の
聖
人
老
・
釈
・
太
子

の
教
説
は
乃
ち
只
穀
道
の
致
す
所
な
り
。
此
の
故
に
一
般
に
穀
を
食
し

て
、
生
死
作
行
は
転
定
と
与
（
と
も
）
に
為
る
の
み
。
而
し
て
外
に
用

い
る
道
は
之
れ
有
る
無
し
」
と
断
言
す
る
の
で
あ
る
。

商
に
対
し
て
は
「
商
は
売
買
の
徒
輩
也
。
」
と
定
義
的
に
述
べ
た
『
自

然
真
営
道
』
で
は
、
「
利
倍
の
謀
計
を
生
じ
、
王
侯
に
諮
謀
し
、
士
農

工
を
証
か
し
、
同
商
互
に
利
倍
を
争
い
、
本
心
を
亡
却
し
て
、
妄
利
欲

害
の
者
也
」
と
言
い
、
「
利
欲
心
盛
ん
に
し
て
、
上
に
諮
い
、
直
耕
の

衆
人
を
証
か
し
、
親
子
兄
弟
一
族
の
間
も
互
に
誼
か
し
、
利
倍
利
欲
妄

感
に
し
て
、
真
道
を
知
ら
ず
。
速
か
に
之
を
停
止
し
、
団
地
を
与
え
て

耕
き
し
め
よ
」
と
厳
し
い
。

工
で
船
を
作
る
こ
と
に
言
及
し
た
『
統
道
真
伝
』
で
は
、
「
船
を
作
っ

て
万
国
に
渡
り
、
珍
物
通
用
自
由
に
似
た
り
。
甚
だ
し
き
転
下
の
費
は

大
乱
の
謀
也
。
故
に
果
し
て
妄
欲
謀
計
、
他
国
に
て
奪
取
ら
ん
と
欲
し

て
｜
中
略
l
大
軍
大
乱
転
下
の
大
患
を
為
す
也
」
と
、
真
道
を
知
ら
な

い
者
だ
か
ら
全
廃
し
帰
農
さ
せ
よ
と
い
う
、
商
人
に
と
っ
て
は
暴
言
と

受
止
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
論
を
す
る
。
四
民
の
四
番
目
に
当
り
な

が
ら
、
大
名
旗
本
以
下
誰
も
が
貨
幣
経
済
の
展
開
で
牛
耳
ら
れ
て
い
る

時
に
反
俗
的
発
言
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
強
く
賛
同
す
る
人
も
い
た
か

も
知
れ
な
い
。
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芸
術
は
、
愛
は

美
的
な
高
級
の
工
芸
を
評
価
し
な
い
彼
は
、
芸
能
に
対
し
て
も
反
対

の
立
場
に
立
つ
。
「
自
然
真
営
道
』
で
「
歌
舞
・
讃
能
・
茶
の
湯
・
碁
・

双
六
・
博
突
・
酒
・
女
狂
・
琴
・
琵
琶
・
三
味
線
一
切
の
遊
芸
、
情
（
マ

マ
）
流
商
（
離
）
・
芝
居
野
郎
・
遊
女
・
乞
食
の
衆
類
、
悉
く
妄
乱
の
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徒
ら
、
悪
事
止
む
こ
と
無
き
は
上
の
修
よ
り
な
り
」
と
述
べ
る
。

歌
舞
と
初
め
に
挙
げ
て
い
る
の
は
、
文
字
通
り
歌
や
舞
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
芝
居
野
郎
と
い
う
の
が
い
わ
ゆ
る
「
野
郎
歌
舞
伎
」
の
こ
と
と

理
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
乞
食
と
い
う
の
も
門
づ
け
芸
人
な
ど
を
主

た
る
対
象
と
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
単
な
る
物
乞
い
の
者
、
だ
け
を
言
う

の
で
は
あ
る
ま
い
。
何
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
が
、
上
の
人
々
の
者
修
か

ら
出
て
、
止
む
こ
と
の
な
い
悪
事
だ
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
厳
し
い
扱

い
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
こ
れ
も
相
当
に
強
硬
な
文
芸
観
が
、
『
自
然
真
営
道
』
に
示
さ

れ
て
い
る
。
「
妄
り
に
和
歌
と
号
し
て
、
心
耳
を
和
ぐ
る
故
に
、
情
蕩

（
と
ろ
）
け
て
惰
弱
に
な
り
｜
中
略
よ
以
い
は
好
色
恋
慕
の
媒
（
な
か

だ
ち
）
と
為
り
、
或
い
は
長
歌
と
号
し
て
恋
書
の
文
と
為
し
、
他
妻
を

犯
し
乱
を
為
し
、
或
い
は
文
玉
寧
（
た
ま
づ
さ
）
の
取
り
造
り
と
為
し
、

密
通
し
て
不
義
を
為
し
、
心
中
し
て
迷
い
死
す
｜
中
略

l
乱
を
起
し
命

を
失
う
も
、
又
歌
の
罪
な
り
。

l
中
略

l
深
秘
口
伝
と
為
し
、
初
学
の

者
を
説
（
た
ぷ
ら
か
）
し
、
或
い
は
歌
の
会
、
花
の
宴
、
遊
興
に
長
じ

者
り
、
美
花
に
費
を
為
し
、
根
気
を
労
し
身
上
を
亡
す
者
世
に
多
し
」

と
い
う
次
第
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

歌
に
つ
い
て
か
く
男
女
愛
に
触
れ
た
彼
が
、
然
ら
ば
男
女
の
愛
に
は

ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
と
、
実
は

近
代
現
代
の
倫
理
観
で
も
敬
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
徹
底
し
た
も

の
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
統
道
真
伝
』
に
は
「
穀
精
中
に
自
然

真
・
転
定
・
日
月
具
（
そ
な
）
わ
る
人
の
交
合
の
念
な
り
。
故
に
男
女

交
合
の
念
は
生
死
し
て
寓
（
離
）
絶
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
自
然
の
道
な

り
」
と
述
べ
、
ま
た
「
夫
婦
は
自
然
進
退
の
一
気
に
し
て
人
倫
の
大
始
、

裟
婆
世
界
の
大
本
な
り
」
と
論
じ
て
い
る
。

男
女
の
性
愛
は
生
命
の
根
源
た
る
穀
物
の
種
子
生
育
の
交
配
に
も
見

ら
れ
る
、
天
地
の
大
法
別
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
乱
交
な

ど
を
認
め
る
わ
け
で
は
勿
論
な
く
て
、
夫
婦
の
交
り
と
い
う
も
の
が
人

生
に
お
け
る
生
き
る
道
の
大
本
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
夫
婦
一

人
互
に
他
夫
他
女
に
交
わ
ら
ざ
る
は
人
道
な
り
」
と
明
言
し
て
い
る
。

更
に
『
自
然
真
営
道
』
の
中
で
「
転
定
に
は
上
下
無
く
一
体
な
り
。

故
に
男
女
に
も
上
下
無
く
一
人
な
り
」
と
、
男
女
平
等
を
江
戸
時
代
に

明
言
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
延
長
上
で
、
「
若
し
妻

死
せ
ば
則
ち
後
妻
を
要
る
。
二
女
を
淫
す
る
に
非
ず
。
夫
死
せ
ば
則
ち

他
に
嫁
す
。
二
夫
に
交
る
に
非
ず
。
妻
有
っ
て
他
女
を
淫
す
、
禽
獣
な

り
。
夫
在
り
て
他
男
に
交
る
、
又
禽
獣
な
り
」
と
、
一
夫
一
婦
制
を
強

調
し
、
当
時
の
上
層
階
級
で
は
恐
ら
く
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か

も
知
れ
な
い
妻
妾
併
存
の
習
慣
な
ど
は
完
全
に
否
定
し
て
い
る
。
ま
た

未
亡
人
が
尼
に
な
る
よ
う
な
こ
と
も
不
自
然
と
し
て
い
た
こ
と
が
察
せ

ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
統
道
真
伝
』
に
阿
蘭
陀
即
ち
オ
ラ
ン
ダ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
「
婚
姪
の
道
当
（
ま
さ
）
に
正
し
き
也
。
己
に
妻
を
妻

り
、
一
た
び
嫁
し
て
後
、
男
は
他
女
に
交
ら
ず
、
女
は
他
夫
に
見
（
ま

-7-

Akita University



み
）
え
ず
、
互
に
夫
婦
の
愛
情
を
守
り
て
全
く
他
情
無
し
」
と
記
し
て

い
る
、
対
外
知
識
の
刺
戟
も
存
す
る
如
く
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
の
こ

の
点
の
道
義
が
本
当
に
堅
固
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
定
か
で
は
な
い
け

れ
ど
も
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
同
じ
く
『
統
道
真
伝
』
に
は
「
夫
婦

は
第
一
倫
、
子
を
生
む
。
親
子
は
第
二
倫
」
と
し
て
い
る
の
も
、
東
洋

の
伝
統
思
想
と
は
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
同
書
に
「
男
女

に
し
て
一
人
、
夜
交
わ
り
昼
は
耕
し
、
米
穀
を
生
じ
て
之
を
食
い
、
子

を
生
む
。
世
界
無
窮
也
」
と
直
耕
安
食
の
自
然
世
論
を
極
め
て
当
然
と

記
述
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

．』－
J、
昌
益
秋
田
人
の
こ
と
敬
え
て
表
明

弟
子
に
北
海
道
（
蝦
夷
地
）
の
人
も
い
た
の
で
あ
り
、
八
戸
と
い
う

居
住
地
か
ら
言
っ
て
も
当
然
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
北
海
道
の
こ

と
に
も
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
以
上
に
関
心
を
持
ち
、
知
識
も
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
『
自
然
真
営
道
』
に
は
「
今
の
世
夷
地
（
え
ぞ
ち
）
に

於
い
て
は
、
神
農
の
教
も
無
く
、
聖
人
賢
者
も
無
く
、
上
君
も
無
く
、

政
事
法
度
も
無
く
、
人
々
直
耕
し
て
、
金
銀
の
通
用
も
な
く
、
欲
心
も

無
く
、
乱
世
争
戦
の
寧
学
書
の
学
問
も
無
く
、
儒
・
仏
・
神
・
医
・
老

荘
の
学
法
も
無
く
、
虚
偽
謀
計
の
商
売
も
無
く
｜
中
暗
安
閑
無
事
な

り
」
と
讃
え
て
い
る
。
本
当
に
こ
う
信
じ
て
い
た
の
か
、
何
か
思
う
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ
の
関
係
で
か
く
も
理
想
郷
説
を
掲
げ
た
の
か
な

ど
、
思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
は
出
来
る
で
あ
ろ
う
が
、
私
が
得
た
印
象
は
、

非
常
に
純
粋
で
、
上
に
は
強
い
が
下
に
は
優
し
い
人
情
家
な
の
で
あ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

狩
野
博
士
以
下
が
証
明
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
自
ら
も
門
弟
も

「
秋
田
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
縁
あ
っ
て
昌
益
の
著
述
を

読
み
、
そ
の
特
殊
性
を
持
っ
た
卓
抜
さ
を
認
識
し
た
以
上
、
秋
田
県
民

の
一
人
と
し
て
、
こ
の
こ
と
を
周
知
さ
せ
る
べ
き
だ
と
、
三
十
代
半
ば

の
古
代
史
研
究
者
は
考
え
た
。
近
世
史
研
究
者
な
ら
、
も
っ
と
学
術
的

な
論
文
と
し
て
学
界
に
閥
、
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
発
表
し
た
の
は
一

般
的
な
文
章
で
、
「
秋
田
魁
新
報
」
の
夕
刊
の
文
化
欄
に
、
「
安
藤
昌
益

の
こ
と
」
と
い
う
一
筋
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
（
一

九
六
二
一
月
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
新
聞
上
の
一
文
が
ど
れ
だ
け
県
人
の
限
に
と
ま
り
、
心
に
受
け

と
め
ら
れ
た
か
は
、
全
く
明
ら
か
で
な
い
が
、
間
も
な
く
H

昌
益
は
江

戸
生
ま
れ
で
長
崎
で
医
学
を
修
め
八
戸
で
住
ん
だ
H

と
い
う
こ
と
が
権

威
あ
る
定
説
で
、
辞
典
に
も
そ
の
よ
う
に
出
て
い
る
の
に
、
汝
の
説
は

虚
妄
だ
と
い
う
趣
旨
の
否
定
論
が
同
紙
同
欄
に
載
せ
ら
れ
た
と
い
う
知

ら
せ
が
、
或
る
秋
大
教
官
の
ハ
ガ
キ
に
よ
っ
て
下
宿
先
に
届
い
た
。
だ

が
筆
記
本
史
料
を
自
分
の
限
で
読
ん
だ
考
え
は
変
ら
な
か
っ
た
。
論
争

を
求
め
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
、
敢
え
て
反
論
を
発
表
す
る
こ
と
な
ど

は
し
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七

O
）
に
、
明
治
百
年
記
念
事
業
で
秋
田
県

が
『
秋
田
の
先
覚
』
な
る
五
冊
の
番
を
刊
行
し
た
際
の
「
3
」
の
冊
に
、
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『
狩
野
亨
吉
」
の
項
を
書
く
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。
迷
う
と
こ
ろ
な
く
、

「
い
ま
で
は
昌
益
は
江
戸
の
生
ま
れ
で
あ
る
と
の
説
も
曲
さ
れ
て
い
る

が
、
ー
中
略

l
昌
益
と
秋
田
の
関
係
は
否
定
で
き
な
い
」
と
博
士
の
業

績
に
よ
せ
て
記
し
た
し
、
機
会
が
あ
れ
ば
同
趣
旨
の
発
言
や
記
述
を
他

に
も
し
た
。

偶
然
昭
和
四
十
六
年
五
月
二
十
九
日
の
「
大
館
史
談
会
」
の
設
立
総

会
に
招
か
れ
て
、
狩
野
博
士
の
話
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
講
演
の

中
で
は
当
然
博
士
の
『
自
然
真
営
道
」
を
世
に
曲
さ
れ
た
功
績
に
触
れ
、

博
士
と
昌
益
に
は
思
想
上
通
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
感
じ
て
い
る

な
ど
と
、
口
頭
の
気
易
さ
も
加
わ
っ
て
、
実
際
に
昌
益
は
県
南
の
出
身

で
は
な
い
か
と
す
る
立
場
も
あ
る
中
で
、
自
分
は
年
来
彼
は
県
北
の
出

身
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
な
ど
と
話
し
た
。
そ
し
て
こ
の
総
会
に
は

石
垣
忠
吉
元
校
長
も
出
席
し
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

七

証
拠
歴
然
と
な
る

そ
の
石
垣
氏
が
、
大
館
市
史
の
編
纂
に
関
連
す
る
資
料
調
査
の
活
動

の
中
で
、
昭
和
四
十
八
年
秋
三
井
田
の
一
関
家
で
、
温
泉
寺
に
結
び
つ

く
「
守
農
大
神
確
龍
堂
良
中
先
生
」
関
係
の
貴
重
資
料
を
発
見
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
の
畠
益
関
係
の
研
究
の
新
展
開
は
、
関
係
者
の

知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
正
に
安
藤
昌
益
秋
田
人
の
こ
と
は
誇
り
を
伴

う
県
民
の
常
識
と
な
っ
て
普
及
し
て
行
っ
た
。

勿
論
自
分
自
身
で
も
「
や
っ
ぱ
り
大
館
城
下
の
意
だ
っ
た
ん
だ
ア
」

と
感
じ
入
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
種
の
安
心
感
に
も
包
ま
れ
た
。
後
年

に
は
関
係
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
秋
田
県
立
博
物
館
の
、
菅
江
真
澄
資

料
セ
ン
タ
ー
関
係
資
料
の
中
で
、
真
澄
が
温
泉
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
考
古

学
資
料
に
関
心
を
持
ち
、
温
泉
寺
の
絵
も
画
い
て
い
る
の
に
、
回
国
益
の

こ
と
に
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
し
た
り
し
な
が
ら
、
や

が
て
自
分
も
二
井
田
を
訪
れ
て
墓
に
手
を
合
わ
せ
、
関
連
す
る
叙
述
、

例
え
ば
『
秋
田
の
歴
史
』
（
秋
田
魁
新
報
社
・
昭
和
五
十
七
年
四
月
）

の
中
で
、
基
本
的
な
史
実
と
し
て
「
秋
田
人
昌
益
」
の
項
を
設
定
し
て

叙
述
も
し
、
求
め
ら
れ
た
講
演
の
題
を
「
古
代
史
学
者
の
見
た
安
藤
邑

益
と
菅
江
真
澄
」
（
東
北
大
学
医
学
部
「
丙
辰
会
」
総
会
特
別
講
演
・

平
成
十
年
十
一
月
十
四
日
）
な
る
、
当
時
念
頭
に
あ
っ
た
テ
l
マ
に
し

た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
。

だ
が
し
か
し
、
外
国
を
も
含
め
て
昌
益
論
究
が
著
し
く
展
開
し
、
そ

の
情
報
に
も
繁
く
接
す
る
中
で
、
古
代
史
専
攻
の
老
人
が
、
自
発
の
昌

益
研
究
を
本
格
的
に
行
う
よ
う
な
こ
と
は
、
不
相
応
な
こ
と
だ
と
い
う

思
い
も
あ
り
、
全
く
取
り
組
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
中
国
に
視

察
研
究
の
折
な
ど
に
、
殊
に
山
東
省
関
係
の
方
面
か
ら
、
専
門
的
な
昌

益
問
答
な
ど
を
求
め
ら
れ
て
、
驚
き
応
じ
た
こ
と
が
あ
る
程
度
の
こ
と

は
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
推
移
の
中
で
画
期
的
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
平
成
十
五

年
（
二

O
O三
）
十
月
十
二
日
に
「
大
館
市
先
人
顕
彰
祭
」
の
第
二
日

目
行
事
の
中
で
、
『
安
藤
昌
益
理
解
の
た
め
に
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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ム
の
基
調
講
演
を
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
重
大
な
任
を
与
え
ら
れ
た
の

は
、
顕
彰
祭
の
事
務
局
長
伊
多
波
英
夫
氏
が
、
県
庁
勤
務
の
折
に
当
時

の
佐
々
木
知
事
と
私
の
対
談
の
司
会
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ

に
起
因
し
て
い
る
御
厚
情
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
請
け
、
「
私
の
感
じ
、

解
し
た
安
藤
昌
益

l
五
十
星
霜
の
知
得

l
」
な
る
一
場
の
話
を
し
た
こ

と
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
本
稿
で
述
べ
て
来
た
自
分
の
知
識
と
な
っ
て
い
る
範

囲
の
こ
と
な
の
で
、
鋭
い
現
役
研
究
者
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
、
石
渡
博
明

安
藤
昌
益
の
会
事
務
局
長
・
稲
葉
克
夫
青
森
県
文
化
財
保
護
審
議
委

員
・
東
僚
栄
喜
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
素
粒
子
原
子
核
研
究

所
員
・
八
重
樫
新
治
安
藤
昌
益
の
会
会
員
・
小
林
矯
一
フ
リ
l
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
評
論
家
の
諸
氏
の
論
説
に
は
較
べ
よ
う
も
な
い
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
と
に
角
理
科
系
の
人
々
の
昌
益
論
に
も
接
し
得

て
、
学
ぶ
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
横
手
出
身
の
名
講
談
師
女
流
真

打
第
一
号
の
宝
井
琴
桜
師
匠
の
「
安
藤
昌
益
発
見
伝
」
の
名
演
を
拝
聴

の
体
験
を
す
る
と
い
う
好
運
に
も
恵
ま
れ
た
。

そ
の
中
で
個
人
的
な
面
も
あ
る
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
終
了
間
近
に

「
突
然
で
す
が
稲
葉
先
生
、
八
戸
で
昌
益
は
『
確
龍
堂
龍
枝
軒
正
信
」

と
い
う
名
を
、
和
歌
な
ど
に
用
い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
小
著
に
も
書

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
地
元
の
研
究
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
教
示

を
得
た
い
」
と
い
う
発
言
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
稲
葉
氏
は
弘
前
大

学
出
身
で
、
同
大
学
の
史
学
科
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
・
虎
尾
両
教
授
と

の
親
交
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
稲
葉
氏
も
既
知
の
学
者
だ
っ
た
か
ら
気
軽

に
聞
け
た
の
だ
ろ
う
と
追
考
し
て
い
る
。
返
答
教
示
は
得
て
い
な
い

が
、
正
信
は
マ
サ
ノ
プ
と
訓
む
の
で
あ
ろ
う
し
、
昌
益
も
マ
サ
ノ
プ
と

読
め
る
訳
な
の
で
、
こ
の
質
問
は
発
せ
ら
れ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
尚
小

著
と
は
『
論
点
あ
き
た
史
』
（
秋
田
魁
新
報
社
・
平
成
十
一
年
一
月
）

で
あ
っ
た
。

終
り
に

国
文
祭
で
、
冒
頭
で
述
べ
た
知
く
「
発
信
す
る
会
」
の
代
表
に
と
い

う
要
請
を
受
け
た
の
は
、
数
々
の
業
績
を
世
に
問
う
て
お
ら
れ
る
「
安

藤
昌
益
の
会
」
の
石
渡
事
務
局
長
の
線
か
ら
で
あ
っ
た
。
秋
田
県
立
博

物
館
に
石
渡
氏
は
じ
め
、
木
村
氏
な
ど
関
係
者
の
来
訪
を
受
け
、
度
々

連
絡
も
頂
い
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
こ
の
老
人
が
実
動
し
た
の
は
、

平
成
二
十
六
年
十
月
十
一
日
午
後
の
「
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
エ

二
階
多
目
的
ホ
l
ル
」
に
お
け
る
基
調
講
演
「
秋
田
人
の
立
場
に
て
感

じ
観
た
安
藤
昌
益
」
と
い
う
題
で
、
一
、
秋
田
人
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
二
、
何
を
感
じ
た
か
三
、
何
を
観
た
の
か
四
、
発
表
し
た
の

は
何
故
か
五
、
反
論
や
批
判
は
気
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
六
、
大

館
史
談
会
な
ど
で
の
言
及
七
、
菅
江
真
澄
の
昌
益
対
応
入
、
広
い

研
究
進
展
に
秋
田
県
民
と
し
て
感
謝
と
い
う
内
容
の
平
凡
な
も
の
で

あ
っ
た
が
、
琴
桜
師
匠
と
の
再
会
が
で
き
る
再
好
運
も
あ
っ
た
。

歴
史
学
の
学
会
会
誌
に
載
る
小
文
の
結
び
と
し
て
附
記
す
る
と
な
れ
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ば
、
「
何
を
観
た
の
か
」
と
い
う
箇
条
で
、
「
秋
田
城
都
之
住
天
児
屋
根

命
百
四
十
三
代
統
胤
」
と
称
し
て
い
る
文
字
か
ら
観
取
し
た
と
こ
ろ
を

取
り
あ
げ
て
近
世
史
の
専
門
家
な
ど
か
ら
の
御
批
判
御
教
示
を
仰
ぐ
べ

き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

狩
野
博
士
も
、
そ
れ
を
受
け
助
け
る
安
藤
和
風
社
長
も
調
べ
に
調
べ

た
の
に
、
秋
田
で
然
る
べ
き
処
に
彼
の
住
地
は
見
出
せ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
前
提
を
前
に
し
て
考
え
た
の
は
、
慶
長
七
年
二
六
O
二）

七
月
二
十
七
日
に
佐
竹
氏
が
幕
府
か
ら
受
け
た
「
秋
田
仙
北
両
所
」
と

い
う
領
地
に
関
す
る
判
物
の
地
名
で
あ
る
。

秋
田
は
、
豊
島
・
秋
田
・
槍
山
三
郡
で
あ
り
、
仙
北
は
、
雄
勝
・
平

鹿
・
山
本
三
郡
で
あ
る
。
廃
城
令
な
ど
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
範
囲

で
「
城
」
の
名
実
が
残
っ
て
い
た
の
は
、
秋
田
で
は
大
館
城
、
仙
北
で

は
横
手
城
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
久
保
田
（
矢
留
）

城
は
そ
の
段
階
に
は
存
在
し
な
い
。
新
し
く
営
ま
れ
で
も
あ
く
ま
で
も

「
久
保
田
」
の
称
が
明
治
四
年
ま
で
の
地
名
で
あ
る
か
ら
、
「
秋
田
城
」

と
は
佐
竹
氏
の
居
城
は
称
さ
れ
る
筈
が
な
い
。
ま
た
少
し
故
実
に
知
識

の
あ
る
立
場
で
は
「
秋
田
城
」
で
は
古
代
秋
田
城
の
こ
と
に
も
思
い
及

ぶ
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
は
も
う
城
の
実
態
は
存
し
な
い
。

そ
う
な
れ
ば
判
物
で
「
秋
田
」
と
称
さ
れ
て
い
る
範
囲
の
城
の
あ
る

と
こ
ろ
と
、
昌
益
の
住
地
と
記
さ
れ
た
生
育
地
は
関
係
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
「
県
南
で
は
な
く
県
北
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
、
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

附
言
す
れ
ば
、
そ
し
て
「
天
児
屋
根
命
百
四
十
三
代
」
な
ど
と
称
し

て
い
る
人
が
、
共
産
主
義
と
か
社
会
主
義
と
か
に
似
た
感
じ
の
何
か
は

あ
っ
て
も
、
「
通
ず
る
思
想
」
な
ど
を
持
つ
と
は
、
ど
う
し
て
も
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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